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　中央区自治協議会の活動内容をお知らせします。
　区民の皆さんと行政との「協働の要」である区自
治協議会では、地域の特色あるまちづくりを進める
ため、38人の委員が区役所と連携しながら活動して
います。
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あなたの身近にも自治協委員

38人の「協働の要」
　新潟市中央区自治協議会は、地方自治法などに
基づき設置された市の附属機関です。地域のこと
は自らが考え、自ら行動する分権型政令市づくり
をさらに力強く確かなものとするため、地域の多
様な意見を調整し、そのとりまとめを行うなど、
区民と市をつなぐ協働の要となるよう努めていま
す。
　現在、第５期委員として地域コミュニティ協議
会などから選出された写真の 38人が活躍してい
ます。あなたの身近にも、地域をよりよくしよう
と、区民の皆さんと行政をつなぐ委員がいること
を知ってください。
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藤田孝一副会長
（有明台コミ協）

清水大三郎委員
（礎コミ協）

田村幸夫委員
（入舟コミ協）

外内光春委員
（鏡淵コミ協）

浅野昌禧委員
（上所コミ協）

高橋廣光委員
（上山コミ協）

加藤素三委員
（栄コミ協）

渡部一成副会長
（笹口コミ協）

中村昌雄委員
（紫竹山コミ協）

本間之子委員
（関屋コミ協）

青木孝也委員
（鳥屋野コミ協）

廣瀬隆之委員
（豊照コミ協）

川崎ツキ子副会長
（長嶺コミ協）

伊藤肇委員
（新潟コミ協）

竹田良性委員
（沼垂コミ協）

志賀美千代委員
（白山コミ協）

大堀隆夫委員
（浜浦コミ協）

関谷美紀枝委員
（万代コミ協）

三條澄委員
（湊コミ協）

菊地弘隆委員
（南万代コミ協）

佐藤豊委員
（女池コミ協）

水品仁一委員
（山潟コミ協）

豊嶋直美会長
（山潟コミ協）

星野隆委員
（市商店街連盟）

津吉孝司委員
（南商工振興会）

津田圭子委員
（民生児童委員）

長谷川和子委員
（中央区社協）

本間伸子委員
（にいがた女性会議）

南雲保子委員
（市PTA連合会）

杉原名穂子委員
（新潟大学）

李在檍委員
（新潟青陵大）

小島良子委員
（日和山小地域教育
コーディネーター）

井上基之委員
（公募委員）

岩田桂委員
（公募委員）

田村勝義委員
（公募委員）

肥田野正明委員
（公募委員）

渡辺六三委員
（亀田郷土地改良区）

大坂昌子委員
（JA新潟市）

第 5期中央区自治協議会委員の顔ぶれ

　自治協議会（自治
協）委員は区内在住
または区内で活動
する団体を代表す
る人のうち、次の
いずれかに該当す
る人から市長が選
任します。
１号委員：地域コ
ミュニティ協議会
がその構成員のう
ちから選出する者
２号委員：公共的
団体等がその構成
員のうちから選出
する者
３号委員：学識経
験者
４号委員：公募に
よる者
５号委員：１～４号
のほか、市長が必
要と認めた者
　中央区自治協議
会委員の定数は38
人以内で、任期は
２年です。

区役所

地域コミュニティ協議会

ほか

区自治協議会　
コミ協代表、大学教授、民生・
児童委員会長連絡会、公募委員、
ほか

協働

委員の選出

　日常生活の最も身近な単位の任意
の自治組織です。身近な課題に取り
組み、住民の交流を図っています。

　おおむね小学校区を単位とする任意
の自治組織です。各自治・町内会を中
心に、学区内のさまざまな団体で構成。
学区全体の住民の交流や自治会単位で
は対応が難しい広域的な課題に取り組
んでいます。

　平成19年４月、条例で設置されま
した。地域の特色あるまちづくりを進
めるため、区役所と連携しながら、地
域課題の解決や多様な意見を調整し
ています。

広域的な課題の解決身近な課題の解決 区民と行政をつなぐ

自治会
町内会

【生活環境の向上】
　�ごみステーションの管理、
公園・側溝の清掃、道路の
除雪、ほか

【安心で安全な暮らし】
　�防犯灯の維持管理、地域の
見回り、避難訓練の実施、
ほか

【住民相互の交流】
　祭りの開催、ほか

自治会
町内会 水辺と

みなとの
まち部会

地域課題を各部会で検討し、本会議
で審議します

連携

いずれの組織も、主体となって
活動しているのは住民の皆さんです

中央区には
22コミ協

青少年
育成協議会

民生・
児童委員

PTA

【具体的な活動例】
・通学路への安全標識の設置
・親子の居場所事業の実施
・高齢者の見守り支援

自治会・町内会は 地域コミュニティ協議会（コミ協）は 区自治協議会（自治協）は

委員は
現在38人

現在の中央区
自治会数512

人に
やさしい
暮らしの
まち部会

拠点と賑
わいのま
ち部会

連携
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水辺とみなとのまち部会
■担当分野	 「水と緑が調和したやすらぎのあるまち」
	 	 「未来につなぐ歴史・文化のまち」
■検討テーマ	 水辺、緑化、歴史・文化、産業、まちなみ、ほか
■過去の自治協議会提案事業
　23年度
	 「鳥屋野潟北側湖岸の桜並木と湖周道路の実態調査」
　24年度
	 「鳥屋野潟シンポジウム」の開催
	 　中央区長宛てに鳥屋野潟の環境整備に関する提案書を提出
　25年度
	 テーマ：「新潟島の北前船時代の街並みづくりの提言」
	 　北前船寄港地および区民アンケート調査、佐渡宿根木の現地調査
　26年度
	 「みなと新潟『北前船フォーラム』」の開催
	 　中央区長宛てに北前船に関連付けたまちづくりに関する提言書を提出
　27年度
	 開港 150周年（2019年）に向けた各種調査・研究
	 　他の開港４都市への開港記念事業調査
	 　北前船ゆかりの地域のコミ協やまちづくり団体との情報交換会の開催
■今年度は「訪ねよう ! 北前船物語」を開催中
　夏休み親子社会科体験企画「訪ねよう!北前船物語」を開催中です。北前船が残
したみなと新潟の歴史と文化を、次世代を担う子どもたちに伝え、誇りと愛着を持っ
てもらおうと企画したものです。現在「西大畑コース（８月28日）」の参加者を募
集しています。申し込み方法は区役所ホームページに掲載しています。
対象・定員　小学4～6年生と保護者各15組 30人 (応募多数の場合は抽選）
参加費　ひとり1,000円（昼食付き）問い合わせ　☎223-7023（中央区地域課）

■担当分野	 「安心してすこやかに暮らせるまち」
■検討テーマ	 教育、協働、健康・福祉、防災・防犯、ほか
■過去の自治協議会提案事業
　23～24年度	
	 「津波避難施設の調査・確保とマップ作成・配布事業」
	 　106施設と津波避難施設使用協定を締結
　23～25年度	
	 「『ひとり暮らし高齢者の生活と意識に関する調査』を活用・実践する事業」
　26年度
	 「超高齢・人口減少社会における自治会・町内会の役割に関する調査」
　27年度
	 「『誰もが住みやすく地域で楽しく暮らせるまちづくり』に向けた調査・検討」
	 　防災分野での「わが家のチェックシート」の作成・配布
	 　中央区だよりでのミニコラ	
	 　ム「防災ワンポイント」＝	
	 　右＝の連載開始

■今年度のテーマは「安否確認および災害時要援護者支援体制確立の調査・研究」
　27年度の「自助」に続き、今年度は、「共助」「公
助」を考えるため、「安否確認および災害時要
援護者支援体制確立の調査・研究」をテーマ
に活動中です。
　市の防災体制や災害時支援体制を学んだあ
と、各地域の実態や考え方を部会で話し合う
ことにより個人情報保護などの問題点を整理
し、地域での「共助」のより現実的な方法を

検討、整理していく予定です。進捗状況は随時本紙でお知らせします。

人にやさしい暮らしのまち部会
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■担当分野	 「魅力的で活力あふれる拠点のまち」
■検討テーマ	 商店街、まちなか回遊、都市機能、交流人口、ほか
■過去の自治協議会提案事業
　23年度	 高校生の購買・余暇行動と『新潟市中心市街地』に関する調査」
	 	 　古町や新潟駅周辺などの魅力についてのアンケート調査
　24年度	 「新潟市民の購買・余暇行動と『新潟市中心市街地』に関する調査」
	 	 　「新潟市民の購買・余暇行動からの中心市街地活性化について提	 	
	 	 言」を区長に提出
　25年度	 「まちなか活性化におけるアンケート」調査の実施
　26年度	 中心市街地活性化フォーラム「地	
	 	 域（まち）で考える『都心』の魅	
	 	 力とその将来」の開催
	 	 　新潟駅周辺・万代地区・古町地	
	 	 区の３地区の連携による魅力の高		
	 	 め合いなどを議論＝写真＝
　27年度	 「未来に備えた地域の賑わい創出・	
	 	 活性化」をテーマとしたグループインタビューの実施
■今年度は 11月に公開フォーラムを開催
　「未来に備えた地域の賑わい創出・活性化」をテーマに、11月に公開フォーラムを
開催する予定です。27年度に実施したグループインタビューの結果を踏まえ、以下
の５案（５つの未来プラン）を披露します。
①「憩いのサードプレイス」やすらぎ提のオープン化事業
②新潟丸ごと物産館・なつかしき未来の街・お年寄りが集まる賑わいの古町づくり
③鳥屋野潟南部の未来産業・湖畔周辺の賑わい提案
④新潟時間の時報塔の鐘が鳴る萬代橋を作ろう
⑤空き家・空き地を使ったシェアハウスによる地域まちづくり

拠点と賑わいのまち部会

肥田野正明委員
（公募委員）

川崎ツキ子副会長
（長嶺コミ協）密

着
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材
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　「普段はどんなこ
とをしている人が自
治協委員になってい
るの？」「自治協の３
つの部会はどんなこ
とをしているの？」な
ど、皆さんからの疑
問にお答えしようと、
川崎副会長と肥田野
委員のふたりの自治
協委員に１カ月間密
着取材を行いました。

　 川 崎 さ ん の 朝 は
セーフティスタッフ
の仕事から始まりま
す。地域の子どもた
ちの安全を見守りな
がら、「おはよう、気
を付けて行ってらっ
しゃい」と送り出し
ます。お休みした次
の日は「昨日はどう
したの？」と子ども
のほうから声を掛け
てくれるときも。

　 長 嶺 地 域 の
「地域の茶の間」
は毎週木曜日と
月 １ 回 の 火 曜
日。 毎 回30人
程度が参加しま
す。この日は折
り紙の先生が２
色づかいのきれ
いな箱の折り方
を教えてくれま
した。

　25年ほど前に旧
長嶺小でPTA会長
を務めた後、人権
擁護委員、民生児
童委員などの地域
の仕事を歴任。コ
ミ協へは発足当時
から関わっていま
す。
　「自治協は地域活
動の情報収集の場
かな」と話す川崎さ
んのスケジュール
帳は、地域の行事
でびっしり。今日
も地域のために東
奔西走しています。

　自治協委員に就
任する前から、地域
の魅力発信、障が
い者雇用、環境事
業などさまざまな
分野で活躍。まち
づくりなど数多くの
団体に所属し熱心
に活動しています。
　「これからは学生
や若い世代を巻き
込んだ持続可能型
の地域形成を考え
て実現させてみた
い」という熱い思い
で第５期の委員に
応募しました。

　月１回、委員38人が集まる全体会議を市役所本
庁舎などで開催しています。川崎さんや肥田野さん
も参加しているこの会議は公開の会議で、毎回数名
が傍聴に訪れます。
　議題は開催直前に市役所本館１階エレベーター
前掲示板、東・南出張所に掲示するほか、区ホー
ムページに掲載します。会議の議事は中央区だ
よりや本紙でお知らせしています。

区自治協議会の主な議事（抜粋）
平成28年3月（27年度第12回）～5月（28年度第２回）

　平成27年度第12回（平成28年３月）から５月ま
でに毎月開催した中央区自治協議会全体会議＝上
記参照＝での議事や報告事項の中で、委員が質問・
意見・提案を述べたものを抜粋し紹介します。

平成27年度
▶区自治協議会の制度改正について（第 12回）
事務局 自治協議会委員の資格を満 20 歳以上か
ら満 18歳以上に引き下げることや、委員推薦会
議の構成を 10人以内として、うち 6人をコミ協
選出委員（第 1号委員）とする改正案を説明
委員 自治協委員の年齢要件を変更することに
合わせて、自治協議会に参加しやすい環境整備
を要望
▶平成 27 年度第 3 回区自治協議会会長会議報
告（第 12 回）
委員 新潟市区自治協議会委員研修の講演内容
および意見交換会のテーマについて報告
▶平成 28 年度の中央区予算について（第 12 回）
事務局 区役所に配分された予算額と特色ある区
づくり事業など主な事業について説明
委員

1. 区役所に配分された予算以外に、本庁から再
配当される予算について質問

2. 特色ある区づくり事業の具体的な内容につい
て質問

▶新潟市犯罪のない安心・安全なまちづくり推
進協議会報告（第 12 回）
委員 市内の犯罪発生件数は減少しているが、
広域化・悪質化しており、高齢者や子どもを狙
った犯罪が増加していることを報告

平成28年度
▶平成 27 年度中央区自治協議会提案事業の報告
と事業評価について（第 1 回）
委員 各部会の座長からの報告を承認

▶中央区自治協議会のさらなる活性化について
（第 1 回）
委員 会議内容の選出母体へのフィードバック、
地域課題の意見・情報交換、区（市）への要望
手続き、会場レイアウトの変更についての会長
提案を承認
▶中央区長マニフェストについて（第 2 回）
事務局 「地域コミュニティの活性化を図り、支
え合いによる地域づくりを推進」すること、「災
害に強い安心安全な地域づくりを推進」するこ
と、「自然、文化、歴史に触れ、楽しく、わかり
やすく地域づくりを推進」するといった 3つの
取り組みについて説明
委員

1. 駐輪場の使用状況について検証を求める意見
2. 避難所運営の体制強化について継続要望
3. 海岸沿いの駐車場整備について要望

全体会議

　 朝５時 過 ぎ から
黙々とゴミを拾い続
ける肥田野さん。「水
辺の拾

しゅうかつ

活」と名付け、
毎日自主的にやすら
ぎ堤のゴミを拾って
います。ウオーキン
グ中の市長にばった
り会うこともあるの
だとか。

　肥田野さんが経営
する清掃関係の会社で
は、障がい者を積極的
に雇用しています。障
がい者アートの展示会
では、障がい者雇用に
興味のある経営者に雇
用の仕方を具体的にア
ドバイスしていました。

　関屋浜の海の家でバー
ベキューをしながら、や
すらぎ堤を使ったアウト
ドアイベント「まちなかア
ウトドア」の打ち合わせ。
　９月17 ～ 18日の開催
に向けて、内容を協議し
ました。

　肥田野さんが所属する「志
し み ん

民委
員会」の総会。新潟市の魅力あ
る発展の実現に向けて行動する

「志」を持った皆さんの集まりで
す。
　肥田野さんはここで「What's 
NIIGATAキャンペーン応援プロ
ジェクト」として、他団体との事
業協力を提案。広報の連携強化
を図り、まちづくりに主体的に
関わる人を増やす仕組みを発表
しました。

　地元の蒲原
まつりでは実
行委員として
迷子のお知ら
せを放送。友
達と無事に会
えて安堵の涙
を流した小学

生に「よかったね、お祭り嫌
いにならないで来年も来て
ね」と優しく声を掛けていま
した。

　自治協議会の全体会
議の約10日前には、会
長・副会長と事務局が
会議当日の運営につい
て話し合う「総務運営会
議」を開催しています。
　資料に目を通しなが
ら「この議題は地域ごと
に考え方が違うから質問
が出るかもね」と会長と
やりとりしていました。

　「どうしたら男性も『地域
の茶の間』に参加してくれ
るかと考えて、地域の食生
活改善推進委員の松原明子
さんにお願いして始めた」
という長嶺コミ協の「男性
の料理教室」。毎月１回開
催しています。
　教室で作った料理を持ち
寄って納涼会や新年会を開
催することもあり、毎回多
くの参加があります。

　自治協議会で
は３つの部会の
うち「人にやさし
い暮らしのまち
部会」に所属。こ
の日の部会では、
各地域の共助の
実態を把握する
方法を話し合い
ました。

　自治協では拠点と賑わいのま
ち部会に所属。この日の部会で
は、部会提案事業のスケジュー
ルを確認したあと、５つの未来
プラン＝上記の部会紹介参照＝
を絞り込み、各プランの調査・
検討を行うチームを編成しまし
た。

　スポーツ公園
で行われた「に
い が たGREEN
フェスタ」で水
上で楽しむアト
ラクションを運
営。パドルボー
ト＝写真＝やウ
オーターバルー
ンなど、多数の
来場者の安全を
見守りました。

防災
ワンポイント⑥

揺れが収まったら、 
災害情報を携帯ラジオなどで
入手しましょう

中央区自治協議会 人にやさしい暮らしのまち部会
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■
司
会　
女
性
委
員
の
皆
さ
ん
が
地
域
で

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
や
現
状
な
ど

を
自
由
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

■
区
長　
私
は
自
治
協
議
会
の
中
心
は
コ

ミ
協
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
治
協
は
地
域

課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
皆
さ
ん

が
集
ま
っ
て
話
し

合
う
場
。
女
性
委

員
の
皆
さ
ん
が
生

活
者
の
視
点
か
ら

地
域
課
題
を
と

ら
え
る
と
い
い
地

域
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
。

■
杉
原
委
員　
中
央
区
は
昔
か
ら
の
つ
な

が
り
が
あ
る
よ
う
な
地
域
も
あ
れ
ば
、
若

い
人
が
多
い
地
域
も
あ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
地
域
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る
印

象
。
ま
た
、
関
東
な
ど
と
比
べ
て
、
地
域
の

こ
と
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち
に
は
男
性
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

女
性
が
参
画
す
る
場
は
増
え
て
も
、
地

域
で
活
動
す
る
女
性
は
ま
だ
ま
だ
困
難
な

こ
と
も
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

■
関
谷
委
員　
コ
ミ
協
で
は
自
治
協
議
会

で
の
話
し
合
い
の
内
容
を
報
告
す
る
場
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
内
会
長
や
民
生
委
員

と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
、
自
治
協
で
町
内

の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
へ
の
対
処
法
が
得
ら
れ

る
の
で
た
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
事
業
を

や
ろ
う
と
し
て
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

■
区
長　
コ
ミ
協
に
は
自
治
会
・
町
内
会

の
ほ
か
に
も
社
会
福
祉
協
議
会
や
赤
十
字
、

防
災
会
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
事
業
の
た

め
の
補
助
金
を
も
ら
お
う
と
す
る
と
自
治

会
単
独
で
は
難
し
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
合
同
事

業
に
す
る
と
か
、
う
ま
く
組
み
立
て
る
方
法

は
あ
る
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
川
崎
副
会
長　
私
の
コ
ミ
協
は
活
発
に

活
動
し
て
い
る
方
だ
と
思
い
ま
す
。
16
町
内

会
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
コ
ミ
協
の
各
専
門
部
に

役
員
を
送
り
、
年
間
計
画
を
立
て
て
事
業

を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
町
内
会
長
は
み
ん
な
男
性

な
の
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
コ
ミ
協
の
役
員
に

女
性
を
増
や
せ
る
の
か
、
区
の
研
修
を
き
っ

か
け
に
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
副
会
長
と
健

康
福
祉
部
長
を
兼
ね
て
い
た
役
員
の
仕
事

を
２
つ
に
分
け
て
ポ
ス
ト
を
増
や
し
、
50
代

の
女
性
を
誘
っ
て
部
長
に
な
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
で
き
そ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
女
性
を
増

や
し
、
少
な
く
と
も
女
性
の
役
員
の
後
任
に

は
女
性
を
補
充
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
本
間
伸
子
委
員　
私
は
に
い
が
た
女
性

会
議
と
い
う
女
性
団
体
出
身
で
す
。
自
治

協
に
は
、
第
１
期
の
と
き
に
公
募
委
員
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
女
性
委

員
は
わ
ず
か
４
人
。
当
時
は
自
治
協
そ
の
も

の
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
部
会
の
活
動
も
模

索
中
で
、
コ
ミ
協
か
ら
選
出
さ
れ
た
１
号
委

員
の
皆
さ
ん
の
町
内
会
の
話
を
聞
い
て
終
わ

っ
て
し
ま
っ
た
印
象
で
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
た
５
期
目
で
は
、
女

性
の
委
員
の
皆
さ
ん
も

自
ら
の
活
動
に
基
づ
く

発
言
が
多
く
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
の
委

員
が
自
分
の
大
学
の
学

生
を
部
会
に
連
れ
て
き

て
、
町
内
会
の
勉
強
を

さ
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
自
治
協
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

■
津
田
委
員　
私
の
地
域
の
コ
ミ
協
は
ト
ッ

プ
の
２
人
が
と
て
も
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、

行
事
は
活
発
で
す
が
、
今
後
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
次
の
世
代
が
出
て
き
て
少
し
ず
つ
で

も
交
代
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
多
く
の
人
が
65
歳
ま
で
勤
め
て
い
る

の
で
難
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
無
理

な
こ
と
は
し
な
い
で
、
誰
で
も
で
き
る
よ
う

な
こ
と
を
み
ん
な
で
や
り
ま
せ
ん
か
と
提
案

し
て
い
ま
す
。

■
区
長　
民
生
・
児
童
委
員
も
な
り
手
が

い
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
よ
く
聞
き
ま
す
。

コ
ミ
協
の
中
で
民
生
・
児
童
委
員
の
人
材
発

掘
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
設
け
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。

■
津
田
委
員　
町
内
の
役
員
は
「（
民
生
・

児
童
委
員
の
）
後
継
候
補
を
探
し
て
き
て
く

れ
れ
ば
一
緒
に
頼
み
に
行
く
」
と
い
う
考
え

の
よ
う
で
す
が
、
理
想
と
し
て
は
町
内
会
長

と
一
緒
に
探
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
会
長
も
高
齢
化
し
て
い
て
、
で
も
名

誉
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
人
も
多
い
の
で
、

若
い
人
も
入
り
に
く
い
の
で
は
。

■
区
長　
町
内
会
長
と
い
う
人
は
い
て
も
、

町
内
副
会
長
と
い
う
の
は
あ
ま
り
聞
か
な
い

か
ら
、
そ
う
い
う
役
職
が
あ
れ
ば
次
に
つ
な

が
っ
て
い
き
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

■
本
間
之
子
委
員　
関
屋
地
区
で
は
コ
ミ
協

が
で
き
る
前
か
ら
の
会
長
が
さ
ま
ざ
ま
な
役

職
を
兼
ね
て
す
べ
て
引
き
受
け
て
い
た
の
で
、

後
継
者
が
な
か
な
か
育
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

役
員
の
皆
さ
ん
は
後
継
者
を
探
し
て
い
て
も
、

仕
事
が
多
い
の
で
他
人
に
勧
め
づ
ら
い
で
す
。

　
私
が
地
域
の
活
動
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、
長
女
が
小
学
校
６
年
生
の

と
き
に
、
町
内
子
供
会
の
行
事
企
画
担
当

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
町
内
の
皆
さ
ん
に
子

ど
も
た
ち
の
名
前
と
顔
を
覚
え
て
も
ら
お
う

と
、
バ
ス
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
考
え
、

大
人
も
参
加
で
き
る
旅
行
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
は
町
内
で
「
地
域
の
茶
の

間
」
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
男
性
が
少
な
い

の
が
残
念
で
す
が
、
今
で
も
毎
回
20
人
く
ら

い
集
ま
り
ま
す
。
民
生
・
児
童
委
員
の
集
ま

り
で
は
他
の
町
内
会
に
も
立
ち
上
げ
を
勧

め
る
の
で
す
が
、
女
性
は
意
見
を
言
い
づ
ら

い
よ
う
な
町
内
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
協
内
に
は
20
の
町
内
会
が
あ
り
ま

す
が
、
町
内
会
の
役
員
は
輪
番
制
で
す
ぐ
に

交
代
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
み
ん
な
自
分
の

町
内
会
の
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
。
コ
ミ
協
の

役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

■
長
谷
川
委
員　
私
の
町
内
会
は
こ
の
年

で
も
副
会
長

を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い

ほ
ど
人
材
不

足
。
私
の
町

内
は
戸
建

て
が
わ
ず
か

で
あ
と
は
集

合
住
宅
で
す

が
、
一
番
大

き
な
集
合
住

宅
か
ら
必
ず
会
長
を
出
し
て
も
ら
う
約
束

で
な
ん
と
か
回
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
コ
ミ
協
も
「
地
域
の
茶
の
間
」
が
多

く
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
町
内
で
開
設
し
て
い

ま
す
。
そ
の
最
初
が
私
の
町
内
だ
っ
た
の
で

す
が
、
別
に
地
域
の
茶
の
間
を
作
ろ
う
と
思

っ
て
作
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
白
新
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
が
で
き
た
と
き
に
、
す
ご
く

き
れ
い
だ
っ
た
の
で
、
当
時
の
町
内
会
長
さ

ん
が
「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
お
年
寄
り
が
集

ま
っ
て
話
が
で
き
た
ら
い
い
ね
」
と
提
案
し

た
の
で
す
。
で
は
な
ん
と
か
や
っ
て
み
ま
し

ょ
う
か
と
私
が
始
め
た
の
が
最
初
で
す
。
そ

こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
の
力
を
借
り
て
今
で

も
続
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
200
回
以
上
開
催
し
て
い
ま
す

が
、集
ま
る
人
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
ひ
と
月
の
話
を
し
て
、

何
か
ち
ょ
っ
と
ほ
か
の
こ
と
を
付
け
足
す
と

喜
ん
で
帰
り
、
ま
た
次
に
お
い
で
に
な
り
ま

す
。
地
域
の
茶
の
間
と
し
て
は
そ
れ
で
十
分

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
出
身
母
体
で
あ
る
区
社
協
に
は
女

性
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、
自
治
協
の
委

員
と
し
て
私
の
次
に
女
性
が
出
ら
れ
な
い
こ

と
が
懸
案
事
項
の
ひ
と
つ
で
す
。

■
豊
嶋
会
長　
山
潟
地
区
は
中
学
校
区
で

コ
ミ
協
を
組
織
し
て
い
る
の
で
、
自
治
協
委

員
も
小
学
校
区
単
位
で
２
人
出
し
て
い
ま

す
。
う
ち
１
人
は
女
性
と
い
う
こ
と
で
私
が

委
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
潟
コ
ミ
協
も
自
治
会
長
が
100
％
男
性
。

各
種
団
体
で
少
し
女
性
が
い
る
程
度
で
す
。

私
は
小
・
中
学
校
の
両
方
で
地
域
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
や
っ
て
い
る
の
で
コ
ミ
協

に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

山
潟
コ
ミ
協
も
発
足
当
初
14
人
の
役
員

の
う
ち
女
性
は
私
だ
け
で
し
た
。
ど
こ
の
地

区
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
地
域

も
男
社
会
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
新

し
い
役
員
を
入
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
女

性
は
現
在
２
人
で
す
。
で
も
世
の
中
の
半
分

は
女
性
。
コ
ミ
協
で
も
も
う
ち
ょ
っ
と
女
性

が
動
け
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
協
で
は
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
「
自

治
協
で
話
し
合
っ
た
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出

母
体
に
戻
っ
て
報
告
し
て
ほ
し
い
」
と
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
機
会
が
あ
る
と
、

コ
ミ
協
で
も
女
性
が
発
言
す
る
場
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
な
る
と
そ
の
先
に
役

員
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
も
家
庭
を
持
っ
て
い
た
り
す
る
と
、

男
性
よ
り
も
広
く
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
目

が
向
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
協
で
は
そ
ん
な
素
直
な
気
持
ち
で
何

か
役
に
立
て
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
小
島
委
員　
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
自
治
協
や
コ
ミ
協
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
地
域
の
人

材
を
学
校
の
中
に
取
り
込
む
の
が
仕
事
で

す
が
、
学
校
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど

こ
の
学
校
で
も
民
生
・
児
童
委
員
の
女
性
が

多
い
で
す
。
で
は
コ
ミ
協
は
ど
う
か
と
見
て

み
る
と
、
コ
ミ
協
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い

の
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
ど
う
新
し
い
人
材
を
入
れ
て

い
く
か
。
私
は
、
若
い
人
た
ち
で
も
受
け
入

れ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
入
舟
コ
ミ
協
に
ま
だ
現
役
で
仕
事

を
し
て
い
る
40
代
の
町
内
会
長
さ
ん
が
入
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
協
の
仕
事
も
若

い
人
た
ち
が
引
き
継
い
で
行
け
た
ら
う
ま
く

回
る
の
で
は
な
い
か
と
見
守
っ
て
い
ま
す
。

■
南
雲
委
員　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
役
員
と

し
て
自
治
協
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
共
働

き
が
多
い
中
、
子
育
て
は
親
だ
け
で
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
み
ん
な
で
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
な
の
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
と
こ
ろ
は
人
数
の
少
な
い
小
学
校

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
協
力
的
で
す
。
私

た
ち
も
そ
れ
に
甘
え
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
、
今
度
は
何
か
地
域
に
恩
返
し
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
区
長　
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
現
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
地
域
に
目

を
配
り
、
で
き
そ
う
な
女
性
を
ど
ん
ど
ん
コ

ミ
協
に
誘
え
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ミ
協
は
自
由
な
組
織
な
の
で
、
町
内

会
長
で
な
く
て
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
熱
心

な
人
と
か
、
そ
う
い
う
視
点
で
探
し
て
い

け
ば
、
女
性
を
含
め
、
人
材
も
増
え
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

人
材
発
掘
の
段
階
か
ら
女
性
の
視
点
を

生
か
し
て
、
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は「
女
性
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
」

人
材
発
掘
や
後
継
者
を
ど
う
す
る
か

女
性
や
若
者
を
取
り
込
む
に
は

中央区
自治協
女子会

　６月８日、区内の飲食店で自治協女性委員のランチミーティングを開催。
「女性の地域活動への参加」をテーマに話は尽きず、盛り上がりました。

当日の参加者：（上段左から）井上編集部会座長（司会）、
本間伸子委員、津田委員、本間之子委員、杉原委員、南
雲委員、小島委員　（下段左から）川崎副会長、豊嶋会長、
石塚区長、長谷川委員、関谷委員


